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ち.第 1の内側群では.腹側 - 骨盤内臓神経.
中間 - 旺門挙筋神経.背側 - 尾骨筋神経であ
る｡第2の外側群では.腹側 - 陰墾 (核)背神
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吉 村 浩 - (京大 ･教養)
祝空間の水平方向と垂直方向の相対的重要度は
生物種の行動様式の違いに強く負うと思われる｡
ヒトでは.身体移動を主に地面に添って行うため.
水平方向の重要性が極めて高い｡そのため.上下
反転めがねをかけて行動する場合に比して.水平
方向の情報が入れ換えられる左右反転祝状況での
行動の混乱ぶりは著しく.かつ唱吐感も強い｡そ
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